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金銭債権信託において質的に分割された
受益権に関する課税関係 小山　友香 1
―法人税法 12 条における「受益者」の意義―

所得税法 183 条 1 項における支払概念と債務免除益課税 竹内　　眞 35―広島高裁平成 29 年 2 月 8 日判決を素材にして―

国税徴収法 39条「その他第三者に利益を与える処分」の射程 細野　孝行 67―相続放棄における適用の有無を中心に―

同族会社の行為計算否認規定における不当性要件の一考察 吉信早百合 103―「行為」と「計算」の解釈を前提に―
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